特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース11年11月２５日３８３号
第3回木津川展第1回実行委員会　18日　1人8団体　11名（2月12日～18日）最初に出席者全員の自己紹介と今回開催についての意見表があり、昨年同様開催を確認しました。残念ながら諸般の事情から鹿背山クラブと山城フォーレストが欠席との報告がありました。新しく城陽市の連凧を楽しむ会が出席されました。これまでの経過報告と開催主旨を確認して、日程や内容を話し合い、来年2月12日～18日に開催し、実行委員長に藤田さんを再任、次回会議までに展示内容と飾りつけ位置の希望を連絡し、12月21日に第2回会議の開催を決めて散会しました。
木津川沿川活動団体交流会(1月21日)の取組み進む　講演をイタセンパラの研究の第一人者である小川力也さん、そしてダムと河床低下の研究家の角先生にご依頼をしています。木津川には最も長くイタセンパラが自然状態で生育していましたが絶滅しました。また砂河川として多くの砂が供給されてきましたが、5m近く河床が低下して高山ダムからによる供給がストップしています。この二つの課題について一緒に考える場として準備が進められています。
久御山町で初めての野鳥観察会　20日　26人の参加　河川レンジャーの田中さんは下流域での野鳥観察の開催は何としても行いたいとかねてから強い意欲をもって、各地域で協力者を募ってこられました。講師の植田さんの援助もあって始めて久御山町での開催が実現。国民文化祭のメーン開催とダブっての取組みでしたが元気な子どもさんも多くきてくださって、ハヤブサやオオタカなど食物連鎖の頂点に立つ猛禽も観察できました。この日は20種類の観察できて、自然の豊かさが確認できました。
木津川に捨てられたペットボトル　9月2日や10日ごろに大量の放水が行われ、あまり水が上がってこない高水敷まで浸水が進み、流れ橋が流れてしまうことになりました。水が引いた後に残されているのがゴミです。第29回京都木津川マラソンのために整備金負担駐車場の整備を始めていますが、その時に置き去りにされたペットボトルがあちこちに散乱しているのが目に付き、数量を数えてみますとやく200本でした。広さは200m×50mですので、木津川中流域40kmとして計算すると20万本となります。計算上のことですので、１/4と見積もっても5万本が木津川に散らばっている計算になります。
秋のハイキング（柳生街道の一部を歩く）20日　13人　前日には激しい雨でしたので開催は無理かなと思いましたが、当日はすっかりよい天気　歩くのが好きな13人が勢ぞろい、途中峠の茶屋で昼食、紅葉を大いに期待していましたが、円成寺の紅葉が色付いているだけで付近の山々ではまだまだでした。これからだということ、コースはなだらかで無理なく歩け全員無事に帰宅。前日高熱で体調を崩していた山本さんは点滴の効果があったのか世話役を軽々とこなされています。心配していた腰痛もハイキング中には出なくて、その後腰痛もすっかり治ってしまったとのこと。ハイキングは体に大変良い効果を与えてくれました。良かったですね。
ＮＰＯ法の改正と新税制の改正点とＮＰＯ法人の社会的認証についての説明勉強会が22日宇治市の山城広域振興局会議室で行われ、深田理事長、黒光前理事長、山村常務理事が出席、会場は満員でした。NPO法が改正され、来年4月1日から施行されます。主な改正点は｢認証NPO｣資格を得ると寄付をされた方に約40％の減税が行われるとのことです。私たち里山の会では｢認定NPO｣資格を得る取組みを進めてきましたが、ハードルが高くてとても無理でした。今回の改正で何とかクリアできるのではないでしょうか。また寄付を受けるには会計や運営・体制、諸記録簿などを整え公開して、寄付をしようとする市民から信頼を得る大切さが強調されました。
京都弁護士会　環境部会からの里山の実態調査に6名の弁護士が23日の午後來所　里山の会事務所で30分間里山の会の活動紹介、早速里山農園･農業熟の視察に移動、10年以上放置されて原野に戻っていたのを復元した田圃や畑、引き続き復元作業中の現場、通路の整備、猪の防護柵、猪の足跡、そして玉葱の植付け作業を案内、続いてカスミサンショウウオの生育地と付近の現状の視察、そしてサラリーマンを定年退職され、蔬菜つくりをやっている農家を訪ね、現場の実情の聞き取りをしていただきました。弁護士には初物ばかりでした。
里山農園　農業塾　23日　タマネギを少し植付け　18日に玉葱を植えつける準備をしていましたが、少し畝が低く水が溜まりやすいので、溝の土揚げをすすめながら少し植えつけていただきました。17mの畝が8本ありますので、用意した玉葱苗は1000本ですが、不足するので200本余り苗を譲っていただきました、それでも苗の不足が予想されます。今日の植付けは他の仕事も進めながらでしたので完了していません、2７日の1時から植付け作業を行います。多くの方のご参加をお待ちしています。気楽にお越し下さい。初心者大歓迎。
23日の事務局会議でも、1200個の玉葱の収穫が現実のものとなった時、どのように配分するのかが話題になりました。全会員が一度は素晴らしい畑に来てほしい、草引きのお手伝いに来てほしい、苦労して出来復旧田を見てほしい、1000袋の土嚢を作り完成させた通路を歩いてほしい、1本でもいいから玉葱を植えつけてほしいなどいろいろ意見が出ました。27日の玉葱の植付けに参加された皆さんには、ミズナなど今食べごろの野菜をおすそ分けをすることになりました。皆さん打ち揃って起こし下さい。お待ちしています。
地域力再生プロジェクト事業について6つの事業のうち4項目はほぼ完成する見通しです。これからの課題となっているのは次の2つの事業です。一つは京田辺の最高峰に登ろう尾根筋ハイキングコースの整備です。9月にコースの点検を行い一部修理をしました。二つ目は木津川希少植物の管理で83箇所の管理地の明示杭の設置です。12月前半にはそれぞれ目途をつけておきたいと考えています。何かとご無理を申し上げますが、多忙な折に差し掛かりますが、ご協力をお願いいたします。
京都府立山城郷土資料館主催｢木津川ものがたり｣シンポジウム　出展準備進む　26日に木津川市加茂文化センターで開催されます。シンポでの活動報告には福井波恵さんが木津川の自然と題して魚や水質を、山村が木津川の植物を中心に報告をします。又、ロビー展示では希少植物、農林業部会、防賀川ワークショップ、木津川パノラマ、木津川水質検査、河床低下問題、魚や鳥などを15枚以上のパネルで展示します。里山の会と河川レンジャーの底力が発揮されます。またシンポでは素晴らしい研究者の報告に期待が高まっています。
木津川マラソン　参加過去最高の規模に合計5,968人で確定しました（昨年は5391人、一昨年5535人）
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週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

